
日本医師会災害派遣チーム（JMAT)：チームしんとう

大阪府医師会代表のJMAT大阪として、
しんとう整形外科・リウマチクリニックの
チームで能登半島地震の被災地に向かいま
した。3/29（金）～3/31(日）



引き継ぎ書                    2024,3.16   改訂 ver 

●大阪府医師会機器類 タブレット２台、スマホ１台、Wi-Fiルーター１ 

・タブレット NO.1（J-SPEED 入力用）                 アドレス：huiqqtab1@gmail.com 
    ・タブレット NO.2                                 アドレス：huiqqtab2@gmail.com 
    ・スマホ（AQUOS）                          電話番号：090-4561-1840 
                                               アドレス：osakafui9903@gmail.com 
    ・ Wi-Fi ルーター           
・ワイヤレスキーボード・ワイヤレスマウス各 2 台もございますので、必要な際にお使
い下さい。 

・モバイルバッテリー   ３個 
・シガーソケット充電器  ３個 
・充電器（コンセント）  ３個 
・ケーブル（C-A タイプ、C-Cタイプ長、C-C タイプ短） 各３本 

 

●LINEの取り扱いについて 
 ・タブレット NO.1（J-SPEED 入力用）に LINE を入れておりますので、情報の共有や

連絡等にお使いいただけます。 
 

●診療記録の作成(「災害診療記録 2018」と J-SPEED アプリ) 
 診察患者一人ずつについて、「災害診療記録２０１８」への記載、J-SPEED アプリへの
入力をお願いします。 
 ①「災害診療記録 2018（A3用紙二つ折り）」の作成について 
  ・医師の先生が作成してください。 

・欄外に診療地を記載して下さい。（J-SPEED入力の際、必要になります。） 
   注）巡回診療等の場合も、避難所、診察場所を記載してください。 
      例①大阪太郎さん宅の場合⇒TOさん宅（イニシャルで対応。） 
      例②道端の場合⇒（目印になる建物）付近 
 
 ②J-SPEED アプリの入力について 

・タブレット NO.1 で、J-SPEED アプリで入力を行ってください。 
  ・可能な限りロジ担当者が代行入力してください。 

 ＜入力手順＞ 
 J-SPEED情報提供サイト - アプリ操作手順 https://www.j-speed.org/kyoiku 
（誰でも閲覧可能）入力手順のリンクを掲載しておりますので、ご確認をお願い致
します。 

JMAT大阪 関連書類

JMAT大阪　行程表（※これは一般的な例です。巡回診療活動やミーティングの場所・時間などは常に変更されますことをご理解ください。)

1日目 2日目 3日目

5:00

6:00

7:00

8:00

9:00 9：00　現地ミーティング 9：00　現地ミーティング

10:00

11:00

12:00 石川県ＪＭＡＴ調整本部

13:00 現地（県南避難所など）へ移動

14:00 前班から引継ぎ

15:00

16:00

17:00 17:00　現地ミーティング 17:00　現地ミーティング

18:00

19:00

20:00

21:00

22:00 ※１　ハイヤー運転手は毎日交代

23:00

6:30　現地へ移動
（ハイヤー終日借)

6:30　現地へ移動
（ハイヤー終日借)

巡回診療活動

8：42大阪発　サンダーバード9号
10：03敦賀着

10：18敦賀発　つるぎ10号
11：01金沢着

①11時05分頃金沢駅新幹線改札口で
近鉄タクシー(ﾊｲﾔｰ・終日借)と待合せ

②宿泊ホテル立ち寄り

金沢へ移動

巡回診療活動

金沢へ移動
ルートイン金沢駅前店

金沢へ移動
ルートイン金沢駅前店

巡回診療活動

　　18：50金沢発　つるぎ43号
19：32敦賀着

19：44敦賀発　サンダーバード44号
21：09大阪着
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●大阪府医師会機器類　タブレット２台、スマホ１台、Wi-Fiルーター１

・タブレットNO.1（J-SPEED入力用）                 アドレス：huiqqtab1@gmail.com

    ・タブレットNO.2　　　　　　　                          アドレス：huiqqtab2@gmail.com

    ・スマホ（AQUOS）　　　  　　　　　                電話番号：090-4561-1840

　　　　　　　　　　　　　　　                                アドレス：osakafui9903@gmail.com

    ・ Wi-Fiルーター　　　　　　　　　　

・ワイヤレスキーボード・ワイヤレスマウス各2台もございますので、必要な際にお使い下さい。

・モバイルバッテリー　　　３個

・シガーソケット充電器　　３個

・充電器（コンセント）　　３個

・ケーブル（C-Aタイプ、C-Cタイプ長、C-Cタイプ短）　各３本



●LINEの取り扱いについて

　・タブレットNO.1（J-SPEED入力用）にLINEを入れておりますので、情報の共有や連絡等にお使いいただけます。



●診療記録の作成(「災害診療記録2018」とJ-SPEEDアプリ)

　診察患者一人ずつについて、「災害診療記録２０１８」への記載、J-SPEEDアプリへの入力をお願いします。

　①「災害診療記録2018（A3用紙二つ折り）」の作成について

　　・医師の先生が作成してください。

・欄外に診療地を記載して下さい。（J-SPEED入力の際、必要になります。）

　　　注）巡回診療等の場合も、避難所、診察場所を記載してください。

　   　　例①大阪太郎さん宅の場合⇒TOさん宅（イニシャルで対応。）

　　　   例②道端の場合⇒（目印になる建物）付近



　②J-SPEEDアプリの入力について

・タブレットNO.1で、J-SPEEDアプリで入力を行ってください。

　　・可能な限りロジ担当者が代行入力してください。

　＜入力手順＞

　J-SPEED情報提供サイト - アプリ操作手順　https://www.j-speed.org/kyoiku

（誰でも閲覧可能）入力手順のリンクを掲載しておりますので、ご確認をお願い致します。

　≪概略≫

①J-SPEED+診療日報作成⇒②診療日報の新規作成⇒③診療日時・診療地点を登録する。（診療地点は、診療した場所ごとに地点の新規登録が必要。）⇒④患者情報の入力（医師作成の紙カルテの２頁目を入力。一人ずつの場合は「患者情報入力」、2人以上は「患者一括登録」）⇒⑤診療日報を本部へ報告。（診療地点ごとに報告が必要。）

※紙カルテとJ-SPEEDのリンク箇所についてファイルをタブレット上に置いておりますので、ご確認ください。



[bookmark: _Hlk156494407]●医療救護活動記録

　・現地との連絡を密にするために、日々の報告をお願いします。

　・作成については、EXCELをご使用ください。

　・県庁本部にチェックインの際に調整本部より説明があります。

　　【手順概要】

①TEAMSにログイン（タブレット内にTEAMSのアプリ有）

　ＩＤ：oosakajmat1@jmat2024.onmicrosoft.com

ＰＷ：kanazawa11@

②「チーム」を選択後、活動している調整支部を選択。

③ファイルの「活動日報」を選択し、「活動日報様式マスター」（EXCEL）をダウンロード

④ファイル名を、活動初日＋活動終了日を合わせた８ケタの半角数字＋チーム名とする。

例：3/12から3/14の活動の大阪府医師会JMATのチームは、

（”03120314”大阪府医師会JMAT.xls）

⑤活動日報様式マスター（EXCEL）に入力の上、「一般」の「活動日報　集積フォルダ」の該当する日付に保存

　



＜参考…旧運用＞

3.12より、グーグルドライブから、TEAMSでの運用に代わっておりますが、

TEAMSがうまく起動しなかった際には、念のため、グーグルドライブの手順も記載しておきます。

【手順概要】

①Googleドライブでログイン（タブレット内にドライブのアプリ有）

　アカウント名：ishikawaJMAThinan@gmail.com

パスワード：iskwJH2024

②「JMAT活動日報」フォルダの「活動日報様式マスター」（EXCEL）をダウンロード

③ファイル名を、活動初日＋活動終了日を合わせた８ケタの半角数字＋チーム名とする

例：1/23から1/25の活動の大阪府医師会JMATのチームは、

（”01230125”大阪府医師会JMAT.xls）

④活動日報様式マスター（EXCEL）に入力の上、「JMAT活動日報」フォルダ

以下の各支部のフォルダに保存

　　　・能登北部支部

　　　・七尾支部

　　　・金沢以南支部（1.5次2次避難所）

詳細は、「JMAT活動日報」フォルダの「活動日報マニュアル　.docx」をご参照ください。





●連絡先一覧

　平日：大阪府医師会　救急災害医療課　　　 電話番号：06-6763-7003

　　  両アドレスにメールお願いいたします。    アドレス： qq-survey@po.osaka.med.or.jp

 m-tsujii@po.osaka.med.or.jp

　 休日・夜間・緊急時：辻井携帯　　　　　　 電話番号：090-8934-3331

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  アドレス：osakafui9902@gmail.com



●感染症廃棄物の処理について

感染症廃棄物の処理につきまして、別添の「JMAT活動時の感染症廃棄物（検査キットなど）取扱いについて」をご確認ください。


0329

				JMAT大阪　行程表（※これは一般的な例です。巡回診療活動やミーティングの場所・時間などは常に変更されますことをご理解ください。) オオサカ コウテイヒョウ



				1日目 ヒ メ		2日目 ヒ メ		3日目 ヒ メ

		5:00

		6:00				6:30　現地へ移動
（ハイヤー終日借) ゲンチ ミズマチ イドウ		6:30　現地へ移動
（ハイヤー終日借) ゲンチ ミズマチ イドウ

		7:00

		8:00		8：42大阪発　サンダーバード9号　　　　　　　10：03敦賀着　　　　　　　　　　　　　　　　10：18敦賀発　つるぎ10号
11：01金沢着　　　　　　　　　　　　　　　　　①11時05分頃金沢駅新幹線改札口で　　　　　　　　　近鉄タクシー(ﾊｲﾔｰ・終日借)と待合せ
②宿泊ホテル立ち寄り オオサカ カナザワ ジ フン コロ シンカンセン カイサツグチ キンテツ マチアワ シュクハク タ ヨ

		9:00				9：00　現地ミーティング ゲンチ		9：00　現地ミーティング ゲンチ

		10:00				巡回診療活動 ジュンカイ シンリョウ カツドウ		巡回診療活動 ジュンカイ シンリョウ カツドウ

		11:00

		12:00		石川県ＪＭＡＴ調整本部 イシカワ ケン チョウセイ ホンブ

		13:00		現地（県南避難所など）へ移動 ゲンチ ケン ミナミ ヒナンショ ミズマチ イドウ

		14:00		前班から引継ぎ

		15:00		巡回診療活動 ジュンカイ シンリョウ カツドウ

		16:00						金沢へ移動 カナザワ イドウ

		17:00		17:00　現地ミーティング ゲンチ		17:00　現地ミーティング ゲンチ

		18:00		金沢へ移動
ルートイン金沢駅前店 カナザワ イドウ		金沢へ移動
ルートイン金沢駅前店 カナザワ イドウ		　　18：50金沢発　つるぎ43号　　　　　　　19：32敦賀着　　　　　　　　　　　　　　19：44敦賀発　サンダーバード44号
21：09大阪着 カナザワ ハツ ゴウ ツルガ チャク ツルガ

		19:00

		20:00

		21:00

		22:00		※１　ハイヤー運転手は毎日交代 ウンテンシュ マイニチ コウタイ

		23:00









日本医師会災害派遣チーム（JMAT)調整本部（石川県庁11階）



JMAT大阪（日本医師会災害派遣チーム）：しんとうクリニックチーム 金沢県庁内JMAT調整本部

日本医師会派遣
統括JMAT 秋富先生

組織のトップ



調整本部での情報分析
※派遣先・支援物資・支援内容
の分析・決定



被災地支援調整会議
災害対策本部で行われる
毎日９時と１７時

朝の会議で能登町派遣が
決定

神藤

岡田ナース

清水事務長

撮影：レントゲン
島田さん

珠洲や輪島と繋ぐ
テレビ会議



3/30（土）能登町に向かう 能登半島地震で倒壊した家屋



地震発生の１月１日から１週間、水道・電気・ガスが
途絶えました。極寒に中、耐えた入所者・職員の方々

能登町：高齢者施設の健康チェック
※ 飲用水、マスク、インフルエンザ検査キットを支給しました。



能登半島地震による地面の液状化知ってる？



能登半島地震で一番液状化被害
の大きかった場所：海岸線に
面した石川県 河北郡内灘町



2階建てに見える建物？ 実は3階建て、液状化で1階部分が地面にめり込んで沈んでいる（内灘町）

2階の窓



液状化：砂の噴出で地面から浮き上がった校舎と浮き上がったマンホール(内灘町）



アスファルトを押し上げて地中から噴き出した砂
力強く砂を押し上げて伸びる土筆（つくし）

道路・電柱・建物が押し流され傾く（左図参照）



最終日：被災地の老人施設やグループホームへ、風邪やインフルエンザの状況
電気・ガス・水道などのライフラインの状況、建物被害、入所者の受け入れ状況
等のヒアリング調査を行った。



JMAT群馬の隊員、JMAT統括責任者 秋富先生との集合写真
この後、帰阪の途につきました。（疲れた～(^0^)・スタッフに感謝！神藤）
我々が去った後も全国都道府県から続々とJMAT隊が被災地支援に入ります、被災地復興まで！



今回のJMAT大阪派遣での問題点
１，道路問題
① 道幅が狭く、損傷が激しいため大型の重機等の侵入が不可能。
② 海岸線を走る道が多く、そのため橋も多いのだが、地震により橋が３０～５０㎝

せり上がっていて、徐行で通行せざるを得ないので渋滞の原因となっている。
路面凍結や雪の影響で、ＳＵＶ等床高の高い車両＋４ＷＤ＋スタッドレスは必須

③ 倒壊家屋はほぼ手つかずで、通行できる道路が限られている。
④ あまりにも多数箇所の道路損傷で、至る所で工事が行われているが追いつかない。

２，高齢者施設での感染症
① コロナ・インフルの避難所での蔓延、一度発生すると一気に広がる傾向がある。

かかりつけ医や病院受診などで対応しているが、職員への感染拡大もあり、
職員の疲弊が著しい。JMATで、コロナ・インフル検査キットを支給した。

② 重症者は、金沢市内の病院に入院しており、再入所が難しく、施設運営にも影響し
ている。

３，高齢者施設での建物損壊
① 高齢者施設として使用出来ない程の被害が出ている施設が少なくない。二次避難し

ている高齢者の受け入れ先施設の不足が懸念される。
② 珠洲市、輪島市、能登町などいわゆる奥能登地域は、まだ水道やガスのライフライン

が十分に機能しておらず、入浴や調理に支障が残っている。
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